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光
村
三
下 

   

に
た
意
味
の
言
葉
、
反
対
の
意
味
の
言
葉 

 

 指
導
計
画
五
時
間
扱
い 

第
一
次
指
導
（
概
観
） 
１／２
時
間 

第
二
次
指
導
（
詳
し
く
）
一
と
１／２
時
間 

第
三
次
指
導
（
語
句
） 

一
時
間 

第
四
次
指
導
（
発
展
） 

二
時
間 

 

○ 

本
課
の
目
標 

 
 

・ 

似
た
意
味
・
反
対
の
意
味
の
言
葉
の
学
習
を 

通
し
て
言
葉
へ
の
関
心
を
も
つ
。 

・ 

学
習
を
も
と
に
し
て
辞
書
や
参
考
書
等
を
使
っ
て

語
彙
を
広
げ
る
。 

・ 

似
た
意
味
の
言
葉
、
反
対
の
意
味
の
言
葉
の
働
き

を
例
文
作
り
で
確
か
め
る
。 

・ 

視
点
を
決
め
て
言
葉
を
仲
間
分
け
し
、
品
詞
分
類

等
の
基
礎
を
養
う
。 

 

第
一
次
指
導
（
概
観
）
と
第
二
次
指
導
の
① 

本
時 

 

〈
区
画
〉
似
た
意
味
（
三
区
画
）
反
対
の
意
味
（
一
区
画
）

分
類
（
一
区
画 

二
名
） 

一 

よ
む
（
音
読 

六
名 

順
繰
り
読
み
） 

 

二 

と
く
（
読
後
感
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

題
目 

題 

名 

（
板
書
） 

・ 

題
名
か
ら
学
習
の
ね
ら
い
を
考
え
る
。 

 

（
言
葉
→
日
本
語
→
意
味
→
分
類
→
辞
典
） 

◎ 

ひ
び
き
（
こ
の
説
明
文
の
面
白
い
と
こ
ろ
感
じ
る
） 

 

・ 

挿
し
絵
で
言
葉
の
働
き
を
考
え
る
。 

・ 

ｐ
６５
（
兄
弟
）
→
ｐ
６０
（
動
き
） 

○ 

手
引
き
（
抜
き
書
き
の
指
示
） 

 

・ 

赤
線
の
文
（
部
分
）
を
書
き
出
す
。 

 
 

 

 

三 

よ
む
（
指
示
に
沿
っ
て
黙
読
） 

四 

か
く
（
視
写 

教
師
は
板
書
） 

 
 
 
 

（
＊
板
書
事
項
を
参
照
） 

 

こ
こ
か
ら
第
二
次
指
導
扱
い
に
な
る
。 

 

五 

よ
む
（
板
書 
指
黙
読
一
回
、
指
音
読
一
回
） 

 

六 

と
く
（
板
書
を
活
用
し
た
話
し
合
い
） 

 
 ○ 

語
義
（
難
語
句
の
解
消
）・
区
分 

・ 

急
い
で 

あ
わ
て
て 

し
ま
っ
た 

 

・ 

各
文
を
二
区
分 

 

 

◎ 

心
（
核
心
：
に
た
意
味
の
言
葉
の
特
徴
の
確
認
） 

 

・ 

「
家
を
出
た
」
→
「
ど
う
し
た
」（
行
動
） 

・ 

反
対
の
意
味
の
言
葉
を
入
れ
て
み
る
。 

・ 

「
し
ま
っ
た
」
→
「
ど
う
だ
っ
た
」（
様
子
） 

・ 

「
あ
わ
て
て
」
と
別
な
言
葉
を
入
れ
て
み
る
。 

・ 

こ
れ
ら
の
言
葉
は
ど
ん
な
仲
間 

↓ 

気
持
ち
を
表
す
言
葉 

○ 

余
韻
（
言
葉
っ
て
、
い
ろ
ん
な
面
が
あ
る
な
あ
） 

 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 
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〈
板
書
事
項
〉 

 
 
 

 
に
た
意
味 

 
 
 
 
 
 

の 

言 

葉 

反
対
の
意
味 

 
 

 

 ５ 4 3 2 1

分
類

な
か
ま
の
言
葉

少
し
ち
が
う
意
味

同
じ
に
使
え
な
い

使
い
分
け
る

 

  
 

ゆ
っ
く
り 

 

急
い
で
家
を
出
た
。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
ど
う
．
．
し
た
．
．
。」 

 
 

落
ち
着
い
て 

 
 

 

あ
わ
て
て
家
を
出
た
。 

 
 

 

 

ぼ
く
は
、
す
っ
か
り
（
あ
わ
て
て
）
し
ま
っ
た
。 

  
 

お
ど
ろ
い
て
、
び
っ
く
り
し
て
、
こ
う
ふ
ん
し
て
、 

 
 

お
こ
っ
て
、
よ
ろ
こ
ん
で
、
か
な
し
ん
で 

… 

 
 
 

 

 
 
 

（
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
言
葉
） 

以
下
、
略
案
を
書
い
て
み
ま
す
。
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
自
分
の
授
業
と
し
て
最
初
か
ら
組
み
立
て
直

さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
こ
の
教
材
で
目
を
向
け
る
方
向

を
示
す
よ
う
な
授
業
を
一
時
間
し
て
み
ま
し
た
。 

 

第
二
次
指
導
（
詳
し
く
読
む
）
第
二
時 

 一 

よ
む
（
音
読 

六
名 

順
繰
り
読
み
） 

二 

と
く
（
話
し
合
い
） 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
の
復
習
） 

 

・ 

「
急
ぐ
」「
あ
わ
て
る
」
の
例
文
の
場
面 

 

・ 

言
葉
を
選
ぶ
の
は
、
誰
か
。 

 

・ 

似
た
意
味
と
反
対
の
意
味
の
関
係 

・ 
 

○ 

承
接
（
本
時
へ
つ
な
ぐ
足
場
作
り
） 

 
・ 
反
対
言
葉
の
三
つ
の
分
類
（
ゲ
ー
ム
） 

 
 

① 
上
と
下
（
上
下
）
以
下
（
熟
語
で
） 

 
 

 
 

左
右
、
朝
夕
と
一
字
書
い
て
反
対
語
を
言
う
。 

② 

大
小
、
明
暗
、
白
黒
、
兄
弟
、
山
川
、
田
畑 

③ 

出
入
、
上
下
、
苦
楽
、
売
買
、
開
閉
（
動
詞
） 

 
 

 

○ 

手
引
き
（
視
写
の
指
示
） 

 

・ 

反
対
の
意
味
の
言
葉
が
い
く
つ
も
あ
る
場
合
の

段
落
を
視
写
す
る
。 

三 

よ
む 

四 

か
く 

五 

よ
む
（
指
黙
読
一
回
、
指
音
読
一
回
） 

六 

と
く 

○ 

語
義
・
区
分 

 
 

い
く
つ
も 

場
合
が
あ
る 

た
と
え
ば 

ぬ
ぐ 

着
る 

か
ぶ
る 

は
く 

な
ど 

こ
れ
ら 

で
も 

 
 

二
区
分
後
、
後
を
二
区
分 

◎ 

心
（
核
心
：
対
義
語
の
特
徴
を
確
認
） 

 

・ 

反
対
の
意
味
の
言
葉
の
組
み
合
わ
せ 

 

・ 

反
対
語
は
、
同
じ
仲
間
の
言
葉 

 

・ 

「 

」
の
つ
い
た
言
葉
の
仲
間 

○ 

余
韻
（
反
対
言
葉
っ
て
面
白
い
） 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 
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祖
父 

祖
母 

姉 

妹 

兄 
 

弟 

… 
 
 
 
 
 
 

孫 

〈
板
書
事
項
〉 

  
 

急
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
っ
く
り
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

あ
ま
り
時
間
…
… 

 
 

 
 

あ
わ
て
る 

 
 
 
 
 
 
 

落
ち
着
く 

 

① 

上
→
下 

上
下 
左
右 

朝
夕 

 
 

② 

大
小 

明
暗 

白
黒 
父
母 

山
川 

…
… 

③ 

出
入
（
出
る
・
入
る
）
上
下
（
上
が
る
・
下
が
る
） 

 
 

苦
楽
（
苦
し
む
・
楽
し
む
）
…
… 

 
 
 
 
 
⇔

 

 
 
 

一 

対 

一 

 
 

 
 
 

一
つ
の
言
葉
に
、
反
対
の 

 

意
味
の
言
葉
が
い
く
つ
も 

 

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、「
ぬ
ぐ
」
の
反
対
の 

 
 
 
 
 
 

  上
着 

 

ぼ
う
し
（
上
か
ら
下
） 

言
葉
に
は
、「
着
る
」「
か
ぶ
る
」 

 

ズ
ボ
ン
（
下
か
ら
上
） 

「
は
く
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
は
め
る
」「
つ
け
る
」 

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
全
部
が 

 

な
か
ま
で
も
あ
り
ま
す
。 

第
三
次
指
導
（
形
式
の
指
導
：
漢
字
・
難
語
句
）
第
一
時 

一 

よ
む
（
音
読 

六
名 

順
繰
り
読
み
） 

二 

と
く
（
話
し
合
い
） 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
の
復
習
） 

 

・ 

（
着
る
、
は
く
）
の
対
義
語
（
裏
か
ら
問
う
） 

 

・ 

（
お
父
さ
ん
・
パ
パ
・
父
）
の
対
義
語
で
遊
ぶ 

 

・ 

こ
れ
は
、
ど
ん
な
仲
間
の
言
葉 

 

○ 

承
接
（
本
時
へ
つ
な
ぐ
足
場
作
り
） 

 

・ 

似
た
特
徴
で
仲
間
に
分
類
（
活
動
は
次
回
） 

 
 
 

例 

身
に
付
け
る
と
き
の
動
き 

家
族 

 
 

 
 

 

○ 

手
引
き
（
視
写
の
指
示
） 

 

・ 

黒
板
に
書
か
れ
た
漢
字
の
読
み
仮
名
を
ノ
ー
ト

に
書
く
。
分
か
ら
な
い
字
は
漢
字
を
写
す
。
一
行

に
一
つ
ず
つ
書
き
、
下
は
空
け
て
お
く
。 

三 
よ
む 

（
空
け
た
下
に
は
、
家
庭
で
漢
字
を
書
く
。 

四 

か
く 

 

最
初
は
教
科
書
のp

1
4
3

を
見
て
書
く
） 

五 

よ
む
（
指
黙
読
一
回
、
指
音
読
一
回
） 

六 

と
く 

○ 

文
中
の
位
置 

 

・ 

言
葉
の
出
て
来
た
区
画
の
確
認 

 

◎ 

こ
も
る
力
（
こ
の
文
章
の
代
表
す
る
言
葉
） 

 

・ 

言
葉
を
使
う
と
き
に
大
事
な
こ
と
（
感
覚
） 

 

・ 

感
じ
を
少
し
変
え
る
言
葉
（
複
合
語
） 

変
わ
る
の
は
（
方
向
・
様
子
） 

 

・ 

漢
語
（
言
葉
の
仲
間
）
か
ら
受
け
る
感
じ 

 

・ 

送
り
仮
名
の
あ
る
漢
字
（
和
語
）
の
感
じ 

 

・ 

対
義
語
、
複
合
語
作
り
の
法
則 

等 

○ 

余
韻
（
自
分
の
感
じ
を
大
切
に
言
葉
を
使
お
う
） 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

 

〈
板
書
事
項
〉 

  

着
る 

 
 
 
 
 
 

お
父
さ
ん 

 

お
母
さ
ん 

 
 
 
 
 

ぬ
ぐ 

 
 

パ
パ 

 
 
 

マ
マ 

 

は
く 

 
 
 
 
 
 

父 
 
 
 
 

母 

   
 
 

反
対 

 
 
 
 
 
 
 

賛
成
（
さ
ん
せ
い
） 

 
 
 

待
ち
合
わ
せ 

 
 
 
 

待
つ
＋
合
わ
せ
る 

 
 
 

急
ぐ 

 
 
 

進
め
る 

 
 
 

宿
題 

 
 
 
 
 
 
 

家
庭
学
習 

 
 
 

終
わ
る 

 
 
 
 
 
 

始
ま
る 

 
 
 

感
じ 

 
 
 

足
す 

 
 
 
 
 
 
 

引
く
（
＋
と
－
） 

 
 
 

読
み
切
る 

 
 
 
 
 

読
む
＋
切
る 

 
 
 

方
向 

 
 
 
 
 
 
 

前
後
左
右
上
下 

 
 
 

様
子 

 
 
 

守
る 

 
 
 
 
 
 
 

攻
め
る 

 
 
 

分
類 

 
 
 

細
か
く 

 
 
 
 
 
 

細
い 

細
か
い 

着
る
と
き
の
動
き
を
表
す
言
葉 

 

親 

動き

親 

家 族 

５ １ ２ ３ ４ 
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第
四
次
指
導
（
発
展
学
習
）
第
一
時 

 

一 
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
教
科
書
の
六
六
ペ
ー
ジ
の

分
類
を
す
る
。 

 

ア 

準
備
品 

 
 

① 

画
用
紙 
五
枚
ほ
ど
配
布 

 

② 

短
冊 

一
人
一
〇
枚
程
度
（
予
備
も
用
意
） 

 

③ 

サ
イ
ン
ペ
ン 

 

イ 

や
り
方 

 
 

① 

分
担
し
て
短
冊
に
単
語
を
書
き
出
す
。 

 
 

② 

画
用
紙
に
分
類
名
を
大
書
す
る
。（
班
名
も
） 

 
 
 

・ 

最
初
は
、
二
、
三
分
類
で
よ
い
。 

 
 

③ 

書
か
れ
た
短
冊
を
画
用
紙
に
貼
る
。 

 

ウ 

完
成
し
た
ら
掲
示
す
る
。 

 

エ 

他
の
分
類
が
な
い
か
、
相
談
し
て
繰
り
返
す
。 

二 

二
五
分
程
度
で
、
活
動
を
休
止
さ
せ
、
各
班
か
ら

の
発
表
に
移
る
。
質
疑
応
答
も
含
め
て
一
〇
分
程
度
。 

三 

発
表
を
聞
い
て
、
各
班
の
分
類
を
修
正
さ
せ
る
と

共
に
同
じ
仲
間
の
言
葉
を
追
加
す
る
。
辞
書
を
使
っ

て
も
よ
い
。（
例
え
ば
、「
い
」
で
終
わ
る
言
葉
な
ら
、

書
い
て
な
い
「
美
し
い
」
と
か
、
対
義
語
と
か
） 

 

第
四
次
指
導
（
発
展
学
習
）
第
二
時 

 

一 

教
科
書
六
二
ペ
ー
ジ
の
課
題
を
す
る
。 

 

ア 

や
り
方 

 

① 

Ｂ４
用
紙
を
縦
長
に
半
分
に
切
っ
て
、
そ
れ
に
鉛

筆
で
下
書
き
さ
せ
、
サ
イ
ン
ペ
ン
で
清
書
し
、
掲

示
す
る
。（
氏
名
も
） 

 

② 

辞
書
を
使
っ
て
、
辞
書
で
は
ど
ん
な
例
文
が
書

か
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
。 

 

③ 

発
表
の
時
間
は
取
ら
な
い
で
、
掲
示
を
読
ま
せ

る
。（
三
日
く
ら
い
で
外
す
と
知
ら
せ
る
） 

二 

教
科
書
六
三
ペ
ー
ジ
の
課
題
を
す
る
。 

 

ア 

や
り
方
（
複
合
動
詞
） 

 

① 

「
読
み
」
に
プ
ラ
ス
す
る
言
葉
を
班
ご
と
に
探

さ
せ
る
。
辞
書
の
使
用
も
勧
め
る
。 

 

② 

「
言
う
」「
書
く
」「
聞
く
」
に
つ
い
て
も
調
べ
、

教
科
書
の
「
読
む
」
の
よ
う
な
表
を
作
る
。 

 
 

班
ご
と
に
さ
せ
て
も
よ
い
し
、
個
人
に
さ
せ
て
も

よ
い
。（
事
前
に
表
形
式
を
印
刷
し
て
お
い
て
配
る

と
力
の
弱
い
子
に
は
助
け
に
な
る
） 

 

③ 

時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
ら
、 

 
 
 

「
立
ち
読
み 

な
な
め
読
み 

飛
ば
し
読
み 

 
 
 
 

音
読
み 

訓
読
み
」
な
ど
上
に
つ
け
る
言
葉

を
考
え
る
。
漢
語
と
し
て
は
「
読
書
、
読
者
、
音

読
、
黙
読
、
愛
読
」
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
造
語

力
の
基
礎
に
な
る
遊
び
を
入
れ
る
の
も
楽
し
い
で

し
ょ
う
。
少
し
、
内
容
が
多
過
ぎ
ま
す
が
、
手
の

内
に
持
っ
て
い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
時
間

に
ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ど
、
語
感
（
漢
語
は
硬
い
感

じ
、
和
語
は
柔
ら
か
い
感
じ
な
ど
）
も
含
め
、
語

彙
を
増
や
し
、
言
葉
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
。 

 

今
回
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
貴
重
な
体
験

が
で
き
そ
う
で
す
。
四
時
間
続
き
の
研
究
授
業
の
よ
う

な
格
好
に
な
り
ま
す
。
ど
う
な
る
か
、
楽
し
み
で
す
。 

私
な
ら
こ
ん
な
ふ
う
に
授
業
し
た
ら
楽
し
め
る
か

な
と
考
え
た
も
の
で
す
。 

学
年
・
学
級
の
実
態
と
離
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
現
場
に
い
る
の
と
い
な
い
の
と
で
は
、
そ
こ
に
違

い
が
出
ま
す
。
で
も
、
こ
の
違
い
は
、
大
き
い
の
で
す
。

何
を
教
え
る
か
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
結
局
、
何

が
ど
う
子
ど
も
に
伝
わ
っ
た
か
が
大
事
な
の
で
す
。 

私
の
案
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
机
上
の
空
論
で
も
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
授
業
を
し
な
が
ら
修
正
し
て
い

く
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
担
任
の
場
合
で
も
、

同
じ
で
し
ょ
う
が
…
。 

研
究
者
は
、
大
き
な
方
向
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

れ
を
具
体
的
な
形
に
し
て
い
く
の
が
教
師
で
す
。
研
究

も
大
事
で
す
。研
究
の
成
果
を
学
ぶ
こ
と
も
必
要
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
知
識
や
技
能
も
、
ラ
イ
ブ
（
授
業
）

で
生
か
さ
れ
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
論
だ

け
で
は
だ
め
な
の
で
す
、
そ
の
意
味
で
、
教
師
は
舞
台

に
立
つ
俳
優
・
芸
人
・
音
楽
家
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
中
に
そ
の
時
間
の
流
れ
が
出
来
上
が
っ
て

い
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る

力
も
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
落
語
家
は
、
寄
席
に
上

が
っ
て
お
客
の
反
応
を
確
か
め
、
話
の
世
界
に
引
き
込

む
工
夫
を
凝
ら
す
よ
う
で
す
。
名
人
・
上
手
に
な
る
と

無
意
識
に
そ
の
力
が
出
る
よ
う
で
す
。 

私
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
そ
こ
な
の
で
す
が
、
国
語

に
対
す
る
基
礎
知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
教
養
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
で
も
、
有
る
も
の
で
何
と
か
仕
上
げ
る
の
も
、

職
人
さ
ん
の
腕
前
だ
そ
う
で
す
。
工
夫
し
て
み
ま
す
。 


